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「幼児教育の実践の質向上に関する検討会」の審議状況について 

 

 「幼児教育の実践の質向上に関する検討会」では、幼児教育の振興、現場での実践の質

の確保・向上のための方策について検討を行うべく、平成３０年６月以降、これまで６回

の会議を開催。主な論点は次の通りであり、これらの論点について引き続き審議を進めて

いく予定。 

 

１．幼児教育の内容・方法の改善・充実 

○ 新幼稚園教育要領等の実施にあたって、効果的な指導方法や教材の研究等について

どのように考えるか。また、どのようにその内容を教職員一人一人が理解し、実践に

反映させていくか。 

○ 幼小の相互理解を深め、幼児期の教育と小学校教育との円滑な接続を推進するため

には、どのような方策が考えられるか。公立幼稚園だけでなく、私立幼稚園、保育

所、認定こども園と小学校との連携の強化、接続の推進をどのように図っていくの

か。 

○ 幼児教育現場における先端技術の活用について、実践を可視化・共有化する手法を

はじめ、どのような方策が考えられるか。 

○ 障害のある幼児や外国につながる幼児といった特別な配慮を必要とする幼児への支

援について、どのような方策が考えられるか。 

 

２．幼児教育を担う人材の確保・資質及び専門性の向上 

○ 若年離職者が多い中、高い専門性を有する教職員を育成・確保するためには、どの

ような工夫が考えられるか。 

○ 教職員の資質向上のため、キャリアステージ毎の効果的な研修の実施・普及の在り

方についてどのように考えるか。 

○ 預かり保育や子育ての支援などの教育課程以外の活動への対応が増加する中で、各

園における教職員の保育の専門性向上のために、どのような工夫が考えられるか。 

○ 幼稚園教諭の上級免許状の取得促進など、教職員の専門性向上のための方策につい

てどのように考えるか。 

 

３．幼児教育の質の評価の促進 

○ 各園の独自性を確保しつつ、公開保育や学校評価を通じた運営の改善・発展を図

り、教育の質向上に向けたＰＤＣＡサイクルを構築していくためには、どのような工

夫が考えられるか。 

○ 自己評価の着実な実施、学校関係者評価や第三者評価の普及促進に向けて、どのよ

うな方策が考えられるか。 

○ 幼児教育の質の評価に関する手法の在り方についてどのように考えるか。また、そ

の成果の普及について、どのような工夫が考えられるか。 
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４．家庭・地域における幼児教育の支援 

○ 家庭や地域において幅広く幼児教育の理解を深めるためには、どのような工夫が必

要か。 

○ 預かり保育や幼児教育施設における子育ての支援の在り方をどのように捉えるか。 

○ 経済的困窮や虐待など様々な問題を抱える家庭への支援の観点から、福祉機関をは

じめとした関係機関との連携強化についてどのように考えるか。 

 

５．幼児教育を推進するための体制の構築 

○ 国公私の別や施設類型を超えた地域の幼児教育の質の向上のために、地方公共団体

はどのような推進体制を構築することが考えられるか。 

○ 幼児教育の担当部局の一元化の在り方、幼児教育センターの設置など幼児教育に関

する一元的な施策の企画・実施の在り方についてどのように考えるか。 

○ 幼児教育の専門性を有し指導・助言を行う指導主事や幼児教育アドバイザー等の育

成・配置の在り方についてどのように考えるか。 

○ 国における幼児教育に関する調査研究拠点の役割についてどのように考えるか。
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専門企画員 
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